
市
場
振
興
戦
略
会
議
に
新
た

に
設
置
す
る
こ
と
と
な
る
部
会

は
、
①
Ｉ
Ｔ
化
戦
略
諮
問
部
会

（
座
長
・
水
野
慎
次
郎
氏
）②
利

便
性
検
討
部
会（
座
長
・
河
島

毅
氏
）③
経
営
戦
略
検
討
部
会

（
座
長
・
松
井
政
彦
氏
）の
３
つ
。

取
組
姿
勢
の
表
明
は
、
業
界

が
ル
ー
ル
遵
守
に
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
顧
客
本

位
の
勧
誘
・
営
業
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
対
外
的
に
示
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い
信
頼

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
業
界
運
動
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
会
員
各
社
が
具
体
的

に
行
う
こ
と
は
、
勧
誘
方
針
の

策
定
・
公
表
と
、
ポ
ス
タ
ー
等
の

掲
示
に
よ
る
ル
ー
ル
遵
守
の
姿

勢
表
明
で
あ
る
。

勧
誘
方
針
の
策
定
と
公
表

は
、
今
年
６
月
の
国
会
で
成
立

し
た
改
正
商
品
取
引
所
法
に
お

い
て
金
融
商
品
販
売
法
の
規
定

が
準
用
さ
れ
、
来
年
７
月（
予

定
）の
施
行
か
ら
法
的
に
義
務

づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、

法
的
規
制
に
先
行
し
て
、
各
社

が
自
発
的
・
自
主
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
各
社

が
適
合
性
原
則
に
係
る
考
え
方

や
迷
惑
と
な
る
勧
誘
は
行
わ
な

い
と
い
っ
た
勧
誘
方
針
に
つ
い

て
、
ま
ず
社
内
徹
底
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

社
内
徹
底
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま

勧
誘
方
針
に
反
す
る
こ
と
が
行

わ
れ
た
と
な
れ
ば
、
虚
偽
表
示

も
問
わ
れ
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

ル
ー
ル
遵
守
へ
の
取
組
姿
勢

に
つ
い
て
は
、
先
物
協
会
が
作

成
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
会
員
各
社

ま
た
、
純
資
産
額
規
制
比
率

な
ど
商
品
取
引
員
経
営
に
お
け

る
財
務
リ
ス
ク
管
理
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
に

精
通
す
る
大
学
教
授
グ
ル
ー
プ

に
研
究
と
理
論
整
備
を
委
託
す

る
こ
と
と
し
た
。

Ｉ
Ｔ
化
戦
略
諮
問
部
会
は
、

取
引
所
の
取
引
シ
ス
テ
ム
の
統

合
・
共
通
化
、
取
引
所
と
取
引

員
間
の
シ
ス
テ
ム
連
携
の
効
率

化
、
電
子
シ
ス
テ
ム
化
を
要
す

る
制
度
改
正
等
へ
の
意
見
具

申
、
取
引
所
、
関
係
団
体
、
主

務
省
等
へ
の
諸
報
告
書
の
電
子

化
に
係
る
問
題
な
ど
を
検
討
す

る
。
制
度
の
変
更
に
は
常
に
シ

ス
テ
ム
の
変
更
、
構
築
が
不
可

欠
で
あ
る
が
、
そ
の
コ
ス
ト
は

の
店
頭
や
社
内
各
部
署
、
営
業

所
等
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
各
社

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
も
記
載
す
る
こ
と
で
、
社

内
及
び
対
外
的
に
表
明
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
そ
れ
と
併
せ

て
、
自
社
の「
お
客
様
相
談
室
」

等
の
相
談
窓
口
及
び
日
本
商
品

先
物
取
引
協
会（
日
商
協
）相
談

セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
告
知
し
、

取
組
姿
勢
に
反
す
る
行
為
が
あ

っ
た
場
合
の
通
報
先
を
周
知
す

る
こ
と
で
、
取
組
の
透
明
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
営
業
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
向
上
に
役
立
て
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
日
商

協
相
談
セ
ン
タ
ー
の
告
知
は
、

商
品
先
物
取
引
に
関
す
る
相
談

窓
口
と
し
て
は
、
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
よ
り
当
事
者
能
力
の
高

い
相
談
機
関
で
あ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商

品
先
物
取
引
に
関
す
る
苦
情
等

を
社
会
に
垂
れ
流
し
に
す
る
こ

と
な
く
、
日
商
協
に
情
報
と
し

て
集
約
さ
せ
、
そ
の
内
容
を
分

析
す
る
こ
と
で
、「
正
す
も
の
は

正
す
」と
い
う
実
効
的
な
改
善

策
に
生
か
し
て
行
く
ね
ら
い
も

あ
る
。

先
物
協
会
で
は
、
こ
う
し
た

運
動
方
針
が
会
員
に
浸
透
し
た

こ
と
を
確
か
め
た
上
で
、
顧
客

本
位
の
勧
誘
・
営
業
を
推
進
す

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

取
引
先
選
別
基
準
の
ひ
と
つ
と

す
る
よ
う
推
奨
し
て
い
く
と
と

も
に
、マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
も
広

告
掲
載
を
認
め
て
も
問
題
が
な

い
こ
と
を
訴
え
て
い
く
考
え

だ
。

商
品
先
物
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
は
、
先
の
通
常
国
会

で
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
集

計
す
る
相
談
件
数
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
商
品
先
物
業
界
が
評
価

さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

そ
の
集
計
件
数
は
、
海
外
先
物

や
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
や
区

分
が
あ
い
ま
い
な
も
の
を
含
む

数
字
で
あ
り
、
時
事
通
信
の
取

材
に
よ
れ
ば「
６
割
は
何
の
取

引
か
不
明
」と
ま
で
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
数
字
と
併
せ

て
、
特
徴
的
か
つ
悪
質
な
内
容

の
相
談
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
こ

と
が
あ
い
ま
っ
て
商
品
先
物
取

引
の
悪
印
象
を
際
立
た
せ
、
悪

質
営
業
に
焦
点
を
当
て
た「
一

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
営

業
活
動
と
は
切
り
離
し
た
形
で

正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
る
た

め
、
公
的
な
存
在
で
あ
る
取
引

所
が
主
体
と
な
り
、
業
界
横
断

的
な
市
場
利
用
に
係
る
知
識
の

普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
取

引
所
に
対
し
て
協
力
要
請
を
す

る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
取
引
所
や
関
係
団
体

顧
客
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
を
目
指
し
て
先
物
協
会
は
９
月
の
理
事
会
で
取
組
内
容
を

決
定
、
会
員
代
表
者
懇
談
会
を
開
催
し
て
そ
の
趣
旨
を
伝
え
て
き
た
。
そ
の
後
、
10

月
24
日
の
広
報
委
員
会
で
、「
取
組
姿
勢
表
明
に
係
る
具
体
的
プ
ロ
セ
ス
」
と
「
広

報
事
業
に
係
る
当
面
の
取
組
課
題
」
を
決
め
、
具
体
的
行
動
を
取
り
始
め
た
。全国商品取引所の９月の出来高は前年同月比27.2％

減。東工取が前年同月比２２％以上下回ったのが響い
た。
金は4月からランキング１位を維持している。前月５位

のNon-GMO大豆（東穀）が２位に浮上し白金、ゴム、ガ
ソリン（東工）の順位が繰り下がった。ただし白金は前年
同月比増。なお、１～５位をこれらの商品が占める状態
は昨年12月から続く。とうもろこし（東穀）は前年同月比
増で６位へ上昇。取引所別では各取引所が前年同期比
減。１～10月の累計は前年同期比13.4％減。
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全国商品取引所出来高
白金、とうもろこしが前年同月比増

社
内
周
知

社
内
周
知
を
徹
底
徹
底 

広
報
委
員
会 

先
物
協
会 
社
内
周
知
を
徹
底 

の
広
報
事
業
予
算
も
互
い
に
拠

出
し
合
っ
て
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
広
報
事
業
を
推
進
し
て

い
く
方
針
も
了
承
し
た
。

広
報
事
業
に
係
る
具
体
的
な

取
組
課
題
と
し
て
は
、
商
品
先

物
市
場
の
利
用
に
係
る
知
識
の

普
及
の
た
め
の「
商
品
先
物
フ
ェ

ア
」の
開
催
、
認
知
度
を
上
げ

る
た
め
の
商
品
先
物
取
引
の
親

し
み
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
検

法
的
規
制
に
先
行
し
て

各
社
が
開
示

取
引
員
経
営
に
お
い
て
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
い
く
こ
と
が
こ
の

部
会
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
な
る
。

利
便
性
検
討
部
会
は
、
値
幅

制
限
の
あ
り
方
、
分
か
り
や
す

い
証
拠
金
制
度
、
証
拠
金
の
倍

率（
レ
バ
レ
ッ
ジ
）等
の
弾
力
的
運

用
、
売
買
単
位
の
ミ
ニ
化
等
商

品
設
計
の
自
由
化
、
注
文
手
法

の
多
様
化
、
時
間
外
取
引
、マ

ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
ク
制
度
の
導
入
、

ヘ
ッ
ジ
取
引
に
係
る
売
買
判
断

一
任
制
度
な
ど
を
検
討
す
る
。

経
営
戦
略
検
討
部
会
は
、
取

次
ぎ
制
度
、
市
場
の
担
い
手
の

機
能
分
化
と
求
め
ら
れ
る
財
務

基
盤
・
専
門
性
、
機
能
分
担
型

経
営
の
類
型
、
内
外
に
お
け
る

先
行
事
例
な
ど
を
検
討
す
る
。

各
部
会
の
課
題
は
、
昨
年
の

市
場
振
興
戦
略
会
議
の
各
部
会

で
洗
い
出
さ
れ
た
横
断
的
な
課

題
が
主
と
な
り
、
相
互
に
関
連

性
が
高
く
、
各
部
会
の
連
携
が

必
要
だ
。
そ
の
た
め
、
各
部
会

の
座
長
は
他
の
部
会
に
も
常
に

臨
席
し
、
認
識
を
共
有
し
て
、

有
機
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
議
題
と
し
て
は
、

来
年
３
月
に
契
約
更
改
を
迎
え

る
青
山
学
院
大
学
の
寄
附
講
座

に
つ
い
て
、
現
在
の
大
学
院（
国

際
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
）で

の
講
座
か
ら
、
大
学
学
部
レ
ベ

ル
で
の
講
座
を
中
心
に
開
設
講

座
数
を
拡
充
し
て
さ
ら
に
５
年

間
継
続
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。
こ
の
寄
附
講
座
は
、
東
京

穀
物
商
品
取
引
所
、
東
京
工
業

品
取
引
所
と
共
催
で
行
っ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
両
取
引
所
の

合
意
を
得
た
う
え
で
、
来
年
度

の
予
算
案
に
計
上
す
る
。

商
品
取
引
責
任
準
備
金
に
つ

い
て
は
、
積
立
額
等
に
関
す
る

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
電
子
取

引
や「
プ
ロ
」に
よ
る
取
引
な
ど
、

商
品
取
引
事
故
に
結
び
つ
く
可

能
性
の
な
い
取
引
形
態
を
伸
ば

す
た
め
に
、
積
立
料
率
に
変
化

を
つ
け
た
積
立
義
務
化
を
提
案

し
て
い
く
こ
と
を
了
承
し
た
。

検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
10
月
11

日
に
関
係
団
体
、
商
品
取
引
所

な
ど
に
主
務
省
か
ら
説
明
が
あ

り
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

を
経
て
、
12
月
上
旬
に
公
表
さ

れ
、
来
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
報
告
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
に
際
し

て
は
、
会
員
か
ら
意
見
を
提
出

す
る
よ
う
呼
び
掛
け
た
。

律
行
為
規
制
」を
法
的
規
制
と

し
て
呼
び
込
ん
で
き
た
と
い
う

事
実
経
過
が
あ
る
。
商
品
先
物

業
界
と
し
て
は
、
自
主
規
制
機

関
で
あ
る
日
商
協
に
お
い
て
、

苦
情
等
の
内
容
を
分
析
し
た
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
、
公
表
す
る
こ

と
で
、
透
明
性
か
つ
信
頼
性
の

高
い
苦
情
等
に
係
る
数
値
と
し

て
社
会
的
な
指
標
と
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
日
商
協

に
お
け
る
苦
情
相
談
内
容
の
精

査
・
分
析
を
求
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

顧
客
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
に
は
、

商
品
先
物
市
場
の
利
用
に
係
る

知
識
の
普
及
が
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
、
投
機
や
ヘ
ッ
ジ

取
引
等
の
市
場
利
用
に
関
す
る

知
識
の
普
及
は
主
と
し
て
取
引

員
の
営
業
活
動
の
中
で
行
わ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
行
為
規
制

の
強
化
に
よ
り
知
識
の
説
明
と

勧
誘
行
為
と
の
境
界
が
あ
い
ま

い
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
勧

誘
に
直
結
す
る
場
面
で
の
説
明

で
は
営
業
の
一
環
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
、「
普
及
」に
は
つ
な

が
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

先
物
協
会
は
10
月
18
日
の
制
度
政
策
委
員
会
で
、
当
面

す
る
重
要
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
市
場
振
興
戦
略
会

議
に
３
つ
の
新
し
い
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
ま
た
、
財
務
リ
ス
ク
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

を
委
託
す
る
こ
と
な
ど
承
認
し
た
。

討
、
業
界
・
市
場
の
明
る
い
展

望
が
開
け
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
発
信
な
ど
を
推
進
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
広
報
委
員
会
及
び
広

報
実
施
委
員
会
の
中
か
ら
選
抜

す
る
者
で
構
成
す
る「
広
報
実

施
戦
略
等
検
討
部
会
」を
新
た

に
設
置
し
、
３
カ
月
程
度
の
短

期
集
中
的
に
検
討
し
、
企
画
提

案
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成

苦
情
件
数
の
一
人
歩
き
防
ぐ

知
識
普
及
は

取
引
所
に
協
力
要
請

新
部
会
で
短
期
集
中
的
に
検
討
・
提
案

先
物
協
会

制
度
政
策
委

市
場
振
興
戦
略
会
議

３
カ
月
を
目
途
に
短
期
集
中
的

に
検
討
を
行
い
、
市
場
流
動
性

確
保
の
た
め
の
具
体
策
を
提
案

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
化
戦
略
諮
問
部
会
は
、
今

後
の
取
引
所
の
取
引
シ
ス
テ

ム
、
取
引
員
に
お
け
る
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
等
に
臨
機
に
対
応

で
き
る
よ
う
常
設
化
す
る
。

短
期
間
に
検
討
終
え
る

シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
を
重
視


